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序

本研究報告書は，私たち研究グル プが昭和57主以降笑施し，現在も持続している文部

省科学研究費補助金総合研究AI戦後日本における住民屈の生活様式の変苦手と生活圏樹立
に関する基礎研究J(研究代表者，布施鉄治)の研究成果の一端である。
この倉敷市主主総合調査研究の研究成果はすでに，分析シリーズとして 5冊刊行している。

本研究報告書は，分析シリーズ6として位援つけられる。分析シリーズIで，私たちは，

この倉敷市総合調査における「課題と分析方法」についてふれたが，食数市は，ここに指

摘するまでもとEく，戦前，わが底資本主義経済の発展を支えた「繊維工業段階jを測した

地域社会である。そうした伝統の上に，いわばそれに紫愛せる J~で，戦後の「高度経済成

長J期，主主化学コンビナートが，水街地区に，わが際第4の2重化学工業地帯を目して，国

策として定置せられた。その窓昧において，わが国資本主義の発展と共に，す伝わち， I繊

維工業段階j→「霊化学工業段階jへのわが国社会の質的変容を伴なう地域社会自体の累

重的発展の年輪そのものが，この地域住民諮階層の生活の営為そのものとして結晶してい

るとみなければならない。

私たちの調査研究の方法論の大枠については「生産・労働 生活過根」分析視角， I機

構 構造」分析視角としてすでに提示してあるところだが，乙の食敷市調査研究において，

私たちが何よりも合意したことは，地域住民諮階魁ョの現笑の歴史を主IJむ，その生活におけ

る諮過程一一それ自身，所誤「主体形成jとなるが ，その諸過程が，自らのものとし

ての地域社会のありたなる形成として如何につみあげられているか，ということをあきら

かにすることにあった。そこには，キ共同体社会から近代的共向社会(市民社会)の確立，

成熟へと導かざるを得ないひとつの営為がある o 地域的にみると，封鎖的な社会から，よ

りひらかれた社会へ一生活院のt広大 として立ちあらわれるものであるが，それは，同時

に，すでに匡i独資段階に達した中での生産諸力の発展にともなうわが閏社会のi塑際化の進

展といわれる事態の進展の仁1"で，地域にあらたに定置された巨大企業の事業体の縦づき，

そこにおけるあらたなる生産・労働の型の変化を無視しては諮られぬものとして存してい

る。ある意味では，そこを拠点としての地域社会再編，変動がなされているといってよい。

こうした現実の中での地域社会の構造的変動の諸松を，私たちはひとつのそ/グラフ研

究としてあきらかにすることを意図した。

社会学的分析にとって統計約変動調査研究と共にモノグラフ誠査研究が，きめわて重姿

な意味をもつのは，生活レベjレにまでおりて，社会変動の有機的な構造変動の諸相を，産

業・生活・社会のレベルにわたって統一的に把援，分析することを可能にするところにあ

る。わが国，村落社会分析に関しては，しばしばこの方法が用いられ，このことを土台と

して戦前段階のわが国社会の燐造分析が可能とせられたことは，千丁賀喜一左衛門らの業績を

みれば，あきらかであろう。ところで， ili!j市社会分析に関しては，こうしたモノグラフ調

査研究がきわめて劣しい。戦前のいわゆる「繊維工業j段階を回する都市におけるかかる

モノグラフ調室研究も正憶にいって私たちはもちえていない。ましてや，その土壌のよに

「重化学コンピナーけが定置され，資本主義社会としてのわが国のあらたなる段階を副



そうとしている，いわば変動期にある都市社会の その変動は当然のことながら，地域

社会をそれ自体広域地域閣として拡大せさるを得ないが一一，モノグラブ的研究は皆無に

等しいといってよい。もとより先駆的研究はあるが，本研究はそれを土台としてのモノグ

ラフィー研究を回ざしている。この場合，当然に，それに相応した分析方法が必主主とせら

れるわけで，私たちはさきにもふれたが，その基政的分析方法として f生産・労働 生活

過程j分析， r機構一機造j分tliの方H，をすでに提示している。
現会敷市は， 1日市，倉敷，児島， Ji島を合併して，その'1'に水島を造成した地域である。
冬地区の社会構造は，現状においてもあきらかに異なり，いわば閉極構造をなしている。

基底としての地区産業構造，そして，その産業を土台としての志向'~tがあきらかに奥伝っ

ているのである。その仁|コで，水島重化学工業地区創設の意味，Ij)J巣は地域討会再編成の諸

過程となって立ちあらわれているが，地域社会レベルにひきよせていうと，所謂「新Tli合

併jの問題がそこにはあきらかに看取されうる。

本研究では，こうした特貨をもっ倉敷市調査研究の諸結果をシリ ズとして同行してい

るが，本研究報告書は，水島地12:に創設せられた諮企業のうち， -1ご請金Jt~lヰj扇をとおして

とくに地域社会への根づきが，顕著にみられるA自動車M製作所を事例分析の対象とした

調査研究をとりまとめたものである。論考としては，このI由民にあらたに定置せられたA

自動車産業M製作所において現下形成されている「労働ー協業形態の質的分析J(藤升史

郎)，組立ラインにおける「労働の特質とジョブ・コントローjレJ(浅川和幸)，組立ライ
ンi磁場におけるi職場社会の構造と労働者の労働生活規範(小林市)，彼ら労働者の地域生

活とかかわる生渡生活志向(小林ftn，M製作所に域外から広汎に定競せしめられた若年
屈の分析 f青年労働胞の職場生活と価値志向J(中江好男)を収録した。

ことわるまでもなく，ここに収録した諮論考は執筆者の責任においてなされたものであ

るが，すなくともモノグラフ的研究のきわめて劣しい今思のわが湿度業・労働社会学の分

野では，…定の貢献をなしうるものと確信している。数次にわたる継続的総査に御協力を

いただいたM~引乍所及び剥盗対象の方々の御好芯に対して心から感謝する次第である。

なお，本研究シリーズでは，すでにシリーズ2として，水鳥地I哀の社会構造の分析を行

なっている。「重化学工業地帯広地企業の重図的機造と(構造不況)Jr水島における地域
中小等級事業所の構造と経常Jr水烏における地域住民腐の生活史とコミュニティ形成過
程jの諸論考がある。また，繊維産業地帯としての現下の児島地区の分析に関しては，分

析シリーズ 3・，1，がある。あわせて参照していただけたら幸いである。

私たちは，この分析シリーズ6・A自工 'M製作所の職場と労働者生活分析にひきつづ

いて， M製作所のこの地域社会の中に銭りめくらした下請企業詳 第 I次ド議(協力会

社)一一+第2次下請 第 3次下請を諸階梯ごとに分析し.!ih1梯ごとの地域事業体の技術

革新にともなう合型化の実相]，そこでの職場生活，労働者諸階層の全生活の社会的再生産

過程をA自工労働者との比較をとおして分析した諮モノグラフ研究を収録した分析シリー

ズ7をm窓している。そこでは地域社会生活との関連，その皆、l味において生活i箇濯の変動
に栢応した現下のこの地域社会の構造的変動とは向かがあきらかにされる c

1 987年 3月 布施欽治


